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神
戸
百
店
会
は
、
「
神
戸
っ
子
」
が

創
刊
２
周
年
を
記
念
し
て
提
唱
し
て
結

成
さ
れ
た
。
神
戸
を
代
表
す
る
銘
店
の

集
い
で
す
。
こ
の
神
戸
百
店
会
を
中
心

に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
専
門
店
と
し
て
、
神

戸
カ
ラ
ー
を
創
り
出
し
、
〃
世
界
の
神

戸
″
と
し
て
海
外
に
も
大
い
に
宜
伝
し

神
戸
を
国
際
的
な
文
化
商
業
都
市
に
す

る
た
め
町
づ
く
り
に
協
力
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

こ
の
神
戸
百
店
の
集
い
の
結
成
を
記

念
し
て
、
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
が
去
る
６

月
お
日
、
午
后
５
時
釦
分
か
ら
松
下
電

器
産
業
Ｋ
・
Ｋ
５
階
大
ホ
ー
ル
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
最
初
に
来
賓
代
表
の
岡
崎

神
戸
銀
行
頭
取
、
四
方
田
神
戸
市
経
済

局
長
、
直
木
神
港
倉
庫
社
長
、
奈
須
Ｎ

Ｈ
Ｋ
神
戸
支
局
長
、
木
下
兵
庫
新
聞
社

長
、
広
瀬
勝
代
県
連
婦
人
会
長
の
ス
ピ

ー
チ
に
始
ま
り
、
神
戸
百
店
会
幹
事
、

風
月
堂
吉
川
社
長
が
挨
拶
の
あ
と
、
多

彩
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
移
り
、
甲
南
大

学
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
が
演
奏
す
る

う
ち
に
、
神
戸
百
店
会
か
ら
当
日
出
席

の
皆
様
に
記
念
の
お
土
産
が
ラ
ッ
キ
ー

カ
ー
ド
で
贈
ら
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進

ん
で
特
別
出
演
の
清
水
安
子
舞
踊
団
が

情
熱
的
な
、
フ
ラ
メ
ン
コ
舞
踊
を
披
露

い
よ
い
よ
会
は
最
高
潮
と
な
り
、
ビ
ー

ル
係
は
、
持
ち
運
び
に
大
変
で
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
の
会
場
に
は
、
古
林

神
大
教
授
、
作
家
・
白
川
渥
、
陳
舜
臣

画
家
・
中
西
勝
、
松
岡
寛
一
、
評
論
家

・
赤
根
和
生
・
吉
沢
独
陽
、
高
橋

日
経
支
局
長
、
ラ
ジ
オ
関
西
松
井
放
送

部
長
、
神
戸
新
聞
、
松
井
編
集
局
次
長

竹
田
論
説
委
員
、
村
尾
神
戸
商
工
会
議

所
副
会
頭
、
甲
南
汽
船
田
中
社
長
、
甲

斐
勝
郎
・
多
木
衛
三
氏
な
ど
各
界
の
名

・
士
約
２
０
０
人
の
方
々
が
ご
出
席
く
だ

さ
り
、
め
で
た
く
、
結
成
披
露
の
パ
ー

テ
ィ
を
終
り
ま
し
た
。

鍵神
戸
百
店
会
結
成

理
唾
邸
蝿

騨
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スピーチをされる岡崎忠氏（左）四方田経済局長( 右）

ハワイアンで生ビールを飲む和気あいあいの会場風景

月刊神戸つ子２周年記念
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一
。
】
皿
宮
角
毎
画
■
■
■
■
■
■
■
■
■
二
画
Ｐ
■
■
”
■
ｒ
■
■
■
■
・
・
壷
餌
■
■
ほ
ユ
■
■
■
二
面
面
Ｆ
Ｆ
■
■
■
■
吾
山
■
■
四
■
己
産
・
唇
■
匹
巳
・
■
■
■
画
■
■
”
■
■
■
』
■
■
■
■
■
■
け
四
■
■
ｐ
■
序
一
Ｄ
■
・
四
声
■
■
■
Ｆ
配
一
■
■
・
亭
産
Ｐ
画
阜
■
■
■
面
■
■
厚
・
享
■
酵
画
■
■
■
ロ
客
⑲

一
日
本
の
伝
統
を
ふ
ま
え
た
国
公
彦
氏
は
、
「
雨
つ
づ
き
で
一

一
際
的
抽
象
作
家
、
津
高
和
一
感
覚
が
湿
っ
て
し
ま
っ
て
、
》

一
の
個
展
ひ
ら
く

な
に
か
、
ピ
リ
ッ
と
自
分
の
一

一
〃
２
度
目
の
外
遊
後
初
の
近
神
経
に
触
れ
る
よ
う
な
催
を
皿

一
作
展
″
と
題
し
て
、
津
高
和
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
矢
一

一
一
氏
の
個
展
が
、
７
月
旭
日
先
、
津
高
和
一
先
生
の
新
作
岬

一
か
ら
７
月
型
日
ま
で
の
一
週
を
拝
見
し
て
、
カ
ラ
ッ
ト
し
一

一
間
に
わ
た
っ
て
、
元
町
画
廊
た
。
日
本
的
な
感
じ
を
受
け
州

哩
（
若
木
屋
）
で
開
催
さ
れ
る
私
の
感
覚
も
生
気
が
と
り
も
一

一
こ
と
に
な
り
、
い
ま
一
番
の
ど
し
た
よ
う
で
す
。

い
い
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
一

》
人
気
作
家
だ
け
に
早
く
も
、

一
癖
識
識
識
識
鋳
鐸
譲
鶴
癖
癖
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
巡
回
展
出
品

一
話
題
を
あ
つ
め
て
い
る
。
１
９
６
３
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ょ

一
定
和
畔
呼
確
皿
銅
唯
に
睦
瀞
鈍
器
画
、
日
本
国
際
美
術
展

ご
・
宮
１
１
目
呂
１
１
目
目
１
１
目
目
１
１
吊
目
１
１
｜
…
１
１
・
…
１
１
…
・
’
１
目
呂
１
１
宮
…
１
１
宗

ど
の
リ
ス
は
輸
出
じ
ゃ
な
く
、
め
て
の
、
港
湾
博
物
館
は
、
こ
の

輸
入
す
る
ん
だ
か
ら
ミ
ミ
ズ
承
４
月
に
、
神
戸
国
際
港
湾
博
物

た
い
に
集
め
る
心
配
は
い
り
ま
館
（
中
突
堤
）
と
し
て
開
館
さ

せ
ん
よ
。
ま
あ
ミ
ミ
ズ
で
苦
労
れ
学
生
団
体
、
観
光
客
、
一
般

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
ん
市
民
な
ど
の
入
場
者
で
、
に
ぎ

ど
は
う
ま
く
い
く
と
思
い
ま
す
わ
っ
て
い
る
。

″
と
こ
の
と
こ
ろ
〃
生
き
も
の
こ
の
博
物
館
は
、
来
年
完
成

″
づ
い
た
商
談
に
汗
を
流
し
て
さ
れ
る
、
ニ
ュ
ー
・
ポ
ー
ト
・

い
る
。

タ
ワ
ー
と
隣
り
合
わ
せ
に
な
り

神
戸
の
新
ら
し
い
名
所
評
ｄ
細
か
い
ｗ
劉
泥
些
醍
で
榊

港
湾
博
物
館

多
く
の
人
に
港
の
知
識
を
提
供

神
戸
港
開
港
卯
周
年
を
記
念
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

し
て
作
ら
れ
た
、
日
本
で
は
じ
展
示
場
は
、
１
，
１
０
０
㎡
動

’
5８
１

故
仲
郷
三
郎
氏
の
歌
碑
を
建

て
る
運
動
が
始
ま
る

神
戸
文
化
に
数
え
き
れ
な
い

程
の
功
績
を
残
し
、
い
ま
も
そ

の
人
柄
を
懐
し
む
人
が
多
い
、

作
家
故
仲
郷
三
郎
氏
の
歌
碑
を

建
設
し
よ
う
と
い
う
運
動
が
起

っ
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

こ
の
計
画
は
藤
原
美
幸
氏

（
兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ
）
が
世

話
人
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
計
画
の
発
端
は
、

故
人
が
、
神
戸
を
こ
よ
な
く
愛

し
そ
の
文
化
に
尽
し
た
人
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
亡
く
な

ら
れ
て
か
ら
後
は
、
故
郷
の
横

浜
の
墓
地
に
葬
ら
れ
て
、
神
戸

に
は
そ
の
遺
業
を
偲
ぶ
な
に
も

の
も
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
友

人
有
志
で
歌
碑
を
建
設
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
い
う
。
歌
碑
建

設
の
候
補
地
と
し
て
は
、
故
人

が
住
ま
わ
れ
て
い
た
、
村
雨
堂

の
附
近
、
離
宮
附
近
、
海
浜
公

園
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が

い
づ
れ
に
し
て
も
、
風
光
明
眉

な
須
磨
を
愛
し
た
故
人
の
思
い

を
こ
の
歌
碑
に
託
し
た
い
と
云

う
意
向
で
あ
る
。

女
流
作
家
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
、
中
里
恒
子
氏
の
実
兄
で

も
あ
る
。

故
人
は
往
年
、
神
戸
新
聞
に
ス

リ
ラ
ー
小
説
な
ど
を
連
載
し
た

り
、
近
年
は
、
歌
人
評
論
家
と

し
て
活
躍
し
た
文
壇
の
長
老
で

あ
っ
た
。

生
き
も
の
づ
い
た

商
工
会
議
所

さ
き
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
〃
ミ

ミ
ズ
〃
の
輸
入
引
合
を
受
け
て

び
っ
く
り
し
た
神
戸
商
工
会
議

所
、
こ
ん
ど
は
〃
生
き
た
リ
ス

″
三
千
匹
の
輸
出
引
合
に
二
度

び
っ
く
り
。

相
手
先
は
韓
国
ソ
ウ
ル
の
豊

元
産
業
と
い
う
会
社
だ
が
、
さ

き
の
〃
ミ
ミ
ズ
〃
輸
出
が
一
億

匹
と
い
う
大
量
の
う
え
、
千
匹

●
十
ド
ル
と
い
う
安
値
？
の
た
め

商
談
が
難
航
し
て
い
る
矢
先
だ

け
に
、
会
議
所
貿
易
部
も
い
さ

さ
か
ウ
ン
ザ
リ
顔
。

そ
れ
で
も
担
当
者
は
〃
こ
ん

な
に
か
、
ピ
リ
ッ
と
自
分
の

神
経
に
触
れ
る
よ
う
な
催
を

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
矢

先
、
津
高
和
一
先
生
の
新
作

を
拝
見
し
て
、
カ
ラ
ッ
ト
し

た
。
日
本
的
な
感
じ
を
受
け

私
の
感
覚
も
生
気
が
と
り
も

ど
し
た
よ
う
で
す
。

い
い
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品

展
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
張
切
っ
て
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

１
９
５
６
年
、
世
界
今
日

の
美
術
展
出
品
、
日
本
現
在

美
術
６
人
の
巡
回
展
（
ア
メ

リ
カ
）
出
品
、
１
９
５
７
年

現
代
美
術
加
年
の
傑
作
展
出

品
（
主
催
朝
日
新
聞
）
１
９

６
１
年
日
本
現
代
美
術
、
人
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く
模
型
が
多
く
使
は
れ
て
い
る
ろ
う
か
。

唖
評
鑑
睡
垂
振
床
榊
両
謝
手
轄
須
磨
浦
山
上
に

心
に
し
た
円
型
模
型
で
廻
り
、
〃
夢
の
噴
水
″
近
く
誕
生

個
々
の
場
所
を
電
気
の
点
滅
指
な
に
事
も
型
破
り
で
な
け
れ

示
と
テ
ー
プ
で
説
明
す
る
と
い
ぱ
人
目
を
ひ
か
ぬ
最
近
の
ご
時

っ
た
も
の
、
ま
た
、
神
戸
港
の
世
。
観
光
客
で
賑
わ
う
須
磨
浦

あ
ゆ
承
を
写
真
で
解
説
し
た
、
山
上
に
、
風
変
り
な
大
噴
水
が

目
で
承
る
、
港
の
あ
ゆ
ゑ
、
世
近
く
誕
生
す
る
。

界
の
港
、
日
本
の
港
の
写
真
神
山
陽
電
鉄
が
旗
振
山
に
建
設

戸
の
姉
妹
都
市
、
シ
ア
ト
ル
、
を
急
い
で
い
る
〃
ウ
ォ
ー
タ
ー

マ
ル
セ
ー
ユ
の
港
全
景
の
模
型
ス
コ
ー
プ
〃
と
い
う
名
の
踊
る

江
戸
時
代
の
帆
船
か
ら
、
ア
噴
水
が
そ
れ
。

メ
リ
ヵ
の
原
子
力
商
船
〃
サ
バ
こ
の
噴
水
。
水
の
高
さ
が
変

ン
ナ
号
ま
で
の
船
体
の
模
型
な
る
だ
け
で
な
く
、
自
動
装
置
で

ど
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。
神
四
○
秒
ご
と
に
ク
ジ
ャ
ク
型
、

戸
っ
子
も
港
の
知
識
に
強
く
な
ヒ
シ
型
、
扇
型
な
ど
二
十
五
種

る
よ
う
港
湾
博
物
館
の
洗
礼
を
類
の
姿
に
早
変
り
す
る
と
い
う

受
け
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
変
幻
自
在
の
マ
ジ
ッ
ク
噴
水
。

花
時
計
一
か
つ
た
。
き
い
て
承
る
と
、
陸
さ
き
の
市
長
選
で
は
見
事
に
落

一
ず
れ
‐
も
〃
国
民
宿
舎
″
と
い
う
一
ち
た
と
い
う
風
評
も
あ
る
ほ
ど

国
民
宿
舎

一
名
の
施
設
。
ち
よ
い
と
し
た
ブ
ー
「
国
民
宿
舎
、
料
亭
と
化
す
」

松
井
高
男
一
Ｉ
ム
で
あ
る
。
さ
る
昭
和
三
十
一
と
は
、
新
聞
ダ
ネ
に
も
つ
て
こ

さ
き
ご
ろ
、
兵
庫
県
下
を
ひ
一
一
年
か
ら
厚
生
年
金
の
還
元
融
一
い
の
話
だ
が
、
こ
れ
で
は
一
般

と
回
り
し
た
と
き
の
こ
と
、
各
一
資
で
、
地
方
公
共
団
体
が
競
争
一
国
民
が
、
家
族
連
れ
で
気
安
く

市
の
市
庁
舎
が
ス
マ
ー
ト
な
近
壱
建
設
し
は
じ
め
た
も
の
。
む
一
利
用
で
き
る
低
廉
で
健
康
な
宿

代
建
築
に
な
っ
て
い
る
の
に
ま
ろ
ん
こ
れ
自
体
、
バ
カ
ン
ス
ぱ
一
泊
施
設
と
い
う
、
う
た
い
文
句

ず
驚
い
た
。
こ
れ
は
全
国
的
な
一
や
り
の
昨
今
、
た
い
へ
ん
結
構
蒜
泣
こ
う
。
せ
め
て
国
民
宿
舎

傾
向
だ
が
、
ぐ
る
り
は
古
い
家
一
な
施
設
で
は
あ
る
。
と
こ
ろ
で
一
ぐ
ら
い
は
、
き
れ
い
な
ま
ま
に

並
承
や
ワ
ラ
ぶ
き
屋
根
、
そ
の
》
こ
れ
も
そ
の
際
ひ
ろ
っ
た
県
下
一
し
て
お
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

な
か
で
君
臨
し
て
い
る
庁
舎
？
Ｔ
市
の
話
だ
が
、
そ
こ
に
あ
る
一

ｐ

ろ
う
か
‐
規
模
の
ほ
う
も
、
長
さ
一
一
七
米
「
神
戸
の
味
を
多
く
の
人
に
楽

最
大
巾
一
一
・
五
米
の
長
円
形
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
甘
辛

須
磨
浦
山
上
に

の
噴
水
池
か
ら
三
三
○
本
の
ノ
の
一
流
店
調
店
で
結
成
し
、
神

〃
夢
の
噴
水
″
近
く
誕
生

ズ
ル
を
通
し
て
水
が
飛
び
出
す
戸
の
味
を
世
界
の
味
に
ま
で
育

な
に
事
も
型
破
り
で
な
け
れ
東
洋
一
の
し
ろ
も
の
。

て
て
行
き
た
い
」
と
神
戸
百
味

ぱ
人
目
を
ひ
か
ぬ
最
近
の
ご
時
ま
た
夜
は
水
中
に
約
百
四
十
の
れ
ん
会
会
長
の
風
月
堂
、
吉

世
。
観
光
客
で
賑
わ
う
須
磨
浦
個
の
色
電
球
を
配
し
、
踊
る
形
川
進
社
長
は
語
っ
て
い
る
。

山
上
に
、
風
変
り
な
大
噴
水
が
に
応
じ
て
優
雅
な
色
調
を
に
じ
こ
ん
ど
創
刊
さ
れ
た
〃
神
戸

近
く
誕
生
す
る
。
ま
せ
よ
う
と
苦
心
が
払
わ
れ
て
百
味
″
は
内
容
も
貴
富
で
神
戸

山
陽
電
鉄
が
旗
振
山
に
建
設
い
る
。
こ
の
工
費
、
し
め
て
一
一
カ
ラ
ー
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
こ

を
急
い
で
い
る
〃
ゥ
オ
ー
ダ
ー
千
五
百
万
円
と
い
う
が
、
今
月
ま
れ
て
い
る
上
に
、
さ
す
が
、
の

ス
コ
ー
プ
〃
と
い
う
名
の
踊
る
末
の
完
成
が
今
か
ら
待
た
れ
て
れ
ん
の
店
ぞ
ろ
い
〃
青
辰
″
〃

噴
水
が
そ
れ
。
い
る
。

駒
屋
義
知
″
の
紹
介
が
面
白
い

る
症
価
顕
域
守
永
印
奉
塞
静
電
シ
ャ
レ
た
味
覚
の
メ
モ
ま
た
味
の
ふ
る
さ
と
で
は
、
〃

四
○
秒
ご
と
繕
ク
ジ
ャ
ク
型
〃
神
戸
百
勝
創
刊
さ
れ
。
蕊
鉦
鐙
舗
恋
鍔

ヒ
シ
型
、
扇
型
な
ど
二
十
五
種
「
神
戸
百
味
の
れ
ん
会
」
が
結
に
集
ま
る
最
上
品
″
（
菊
水
昆

類
の
姿
に
早
変
り
す
る
と
い
う
成
さ
れ
て
、
年
目
を
迎
え
、
順
布
）
と
楽
し
い
〃
も
の
の
は
じ

変
幻
自
在
の
マ
ジ
ッ
ク
噴
水
。
調
な
歩
・
承
を
続
け
て
い
る
。

ま
り
″
で
は
、
酒
の
醸
造
の
は

砕
計
昌
睡
召
》
》
》
帖
一
｝
峠
却
垂
》
壬
弓
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牛
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１
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毎

Ｊ
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一
暦
｛
蛙
旧
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も
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》
穀
》
舟
》
毒
》
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毎
錘
群
謝
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》
司
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岬
唯
一
浄

一
一
》
｛
峰
雫
』
罷
唾
剖
母
与
皐
』
隅
》
》
一
惇
叫
や
》
却
一
》
Ｊ
一
一
（
屋
句
吋
評
銅
一
冊
』
垂

一
癖
》
》
哩
帝
躍
如
》
》
蹄
》
三
Ｗ
》
》
丑
》
函
悟
》
》
掛
碍
骨
Ｊ
の
》
唾
唾
需
醒
雪
罰
延
和
轟
挿

》
○
編
集
神
戸
新
聞
・
マ
ー
ケ

Ｔ
市
の
話
だ
が
、
そ
こ
に
あ
る
一
一
ツ
テ
イ
ン
グ
定
価
１
０
０
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罰９
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元町の魅力

イクシミマヤ □す てきな
品々一

創作バッグ・アクセサリー
ＴＥＬ（３）２４１５
エ芸品

《陶磁器・木彫品・カラス器・額など､ 》
ＴＥＬ（３）２４１６

特殊整肌美顔
月曜日も‘営業いたしており
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樽

美しさを保つ
スポーツに

美雰に
現代の科学が生んだ
コンタクトレンズ

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市篠合区御幸通八丁目九ノー( 三宮駅前）
神戸同際会館内ＴＥＬ( 2 2 ) 8 1 6 1 . 8 3 6 1
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長
だ
っ
た
。
こ
と
し
の
一
月
ま
で
、
東
京
本
社
の
総
務
課
の
係
長

を
し
て
い
た
の
を
、
年
頭
の
異
動
で
、
神
戸
支
店
の
課
長
に
転
出

を
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

氏
は
ま
だ
三
十
五
才
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
こ
の
若
さ
で
、
有
力

支
店
の
課
長
転
出
は
、
け
っ
し
て
都
落
ち
で
は
な
く
・
将
来
へ
飛

躍
す
る
た
め
の
、
栄
転
だ
と
い
え
た
。
じ
じ
つ
、
神
戸
支
店
の
一

ダ
ー
ス
ち
か
い
課
長
の
な
か
で
も
、
筆
頭
課
長
で
あ
る
氏
は
最
年

少
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
令
差
は
、
な
か
ば
必
然
的
に
、
吉
沢
夫
人
の
立
場
を
も

同
様
の
も
の
に
し
た
。
二
十
八
才
の
夫
人
は
、
社
内
の
ど
の
課
長

夫
人
よ
り
も
、
ず
ば
抜
け
て
若
か
っ
た
。
課
長
夫
人
ど
こ
ろ
か
、

二
十
名
ち
か
く
い
る
総
務
課
の
下
僚
の
奥
さ
ん
方
の
大
半
は
、
夫

人
よ
り
も
ゑ
ん
な
年
上
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
お
若
く
て
、
お
美
し
く
て
、
そ
の
う
え
、
課
長
夫
人
で
、
吉
沢

か
た

の
奥
さ
ま
ほ
ど
幸
福
な
女
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
わ
ね
。
あ
や
か

り
た
い
も
ん
だ
わ
」

同
僚
や
下
僚
の
奥
さ
ん
連
の
、
羨
望
と
も
嫉
妬
と
も
つ
か
ぬ
噂

一弐

毎
年
、
お
盆
の
季
節
を
迎
え
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
吉
沢
夫
人
は

恒
例
の
よ
う
に
、
た
い
へ
ん
憂
う
つ
な
思
い
に
悩
ま
さ
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
お
中
元
の
贈
答
に
、
あ
れ
こ
れ
と
、
つ
ま
ら
ぬ
神
経
を

使
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

「
あ
あ
あ
あ
、
こ
と
し
も
ま
た
、
い
や
な
季
節
が
や
っ
て
き
た
わ

９
．
」ま

だ
七
月
の
声
も
聞
か
ぬ
と
い
う
の
に
、
ふ
と
思
い
だ
す
た
び

に
、
か
た
ち
の
い
い
夫
人
の
唇
の
間
か
ら
、
あ
わ
い
吐
息
と
も
つ

か
ぬ
嘆
声
が
も
れ
た
。

こ
の
世
に
、
も
う
こ
れ
以
上
の
悩
孜
は
な
い
、
と
で
も
い
い
た

げ
な
、
た
い
そ
う
深
刻
な
面
持
ち
だ
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
程

度
の
憂
う
つ
が
最
上
の
悩
承
で
あ
る
ほ
ど
、
ほ
か
に
ろ
く
な
悩
承

を
持
ち
あ
わ
せ
て
は
い
な
い
、
と
い
う
事
実
に
、
ご
本
人
は
い
さ

さ
か
も
気
づ
い
て
は
い
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
吉
沢
夫
人
は
、
客
観
的
に
は
、
世
に
も
幸
福
な
女
性

の
一
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

夫
人
の
良
人
の
吉
沢
慶
太
氏
は
、
Ｔ
建
設
神
戸
支
店
の
総
務
課

連
載
・
第
３
回

袖ｉ当劇ロ

派
夫
人

１
６４
１

武
田
繁
太
郎

え
・
青
木
一
夫

焔Ｚ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



で
も
な
い
だ
ろ
う
．

卓

り
場
に
ま
ご
つ
く
ほ
ど
の
、
会
社
側
の
大
奮
発
に
な
っ
た
。

む
ろ
ん
、
総
務
課
長
で
あ
る
吉
沢
氏
の
そ
れ
も
、
税
込
承
な
が

ら
、
二
十
万
円
を
軽
く
オ
ー
バ
ー
し
た
。
そ
の
ボ
ー
ナ
ス
袋
を
、

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
良
人
か
ら
手
渡
さ
れ
た
吉
沢
夫
人
は
、
う
れ

し
い
に
は
う
れ
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
な
ん
と
な
く
手

放
し
に
は
喜
び
た
く
な
い
よ
う
な
、
複
雑
な
表
情
を
し
て
承
せ
て

い
た
。

「
な
ん
だ
？
、
妙
な
顔
を
し
て
。
去
年
よ
り
五
万
円
も
ふ
え
て
い

る
ん
だ
ぜ
ま
だ
不
足
か
い
？
」

吉
沢
氏
は
、
も
つ
汁
顔
で
た
ず
ね
た
。

「
だ
っ
て
、
ふ
え
た
ぶ
ん
の
何
割
か
は
、
お
中
元
で
出
て
ゆ
く
ん

期
の
ボ
ー
ナ
ス
も
、
う
る
さ
い
労
組
が
ふ
り
あ
げ
た
コ
ブ
シ
の
や

も
す
ば
ら
し
い
延
び
を
示
し
て
い
た
。
お
か
げ
で
、
こ
と
し
ｋ
半

郷
に
い
れ
ば
郷
に
従
え
で
、
吉
沢
夫
人
も
れ
っ
き
と
し
た
神
戸

市
民
に
な
っ
た
か
ぎ
り
は
、
や
は
り
、
関
西
ふ
う
の
ル
ー
ル
に
従

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
ル
ー
ル
が
ま
だ
十
分
に
呑

承
こ
め
ず
に
い
る
の
だ
か
ら
、
夫
人
は
い
よ
い
よ
も
っ
て
、
中
元

の
贈
答
に
は
気
が
重
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
れ
だ
け
か
え
っ
て
、
ゑ
ん
な
の
ト
ゲ
を
秘
め
た
よ
う

な
注
視
を
あ
び
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
、
や
が
て
ち
か
づ
い
て
く

る
お
盆
の
お
中
元
な
ぞ
に
は
、
余
計
に
神
経
を
使
わ
ね
ば
な
ら
ず
、

ま
す
ま
す
気
う
つ
な
思
い
に
と
ぎ
き
れ
る
の
だ
っ
た
。

わ
け
て
も
、
関
西
で
お
盆
を
迎
え
る
の
は
、
吉
沢
夫
人
に
と
っ

て
は
、
こ
れ
が
は
じ
め
て
だ
っ
た
。
関
東
と
関
西
と
で
は
、
風
習

や
仕
き
た
り
が
だ
い
ぶ
ち
が
っ
て
い
る
と
聞
か
さ
れ
て
い
る
。
時

期
も
、
こ
ち
ら
で
は
旧
盆
で
、
こ
れ
は
ち
か
ご
ろ
、
だ
い
ぶ
東
京

な
ふ
に
早
く
な
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
し
か
し
風
習
や
仕
き

た
り
そ
の
も
の
素
で
、
東
京
式
に
規
格
統
一
さ
れ
つ
つ
あ
る
わ
け

を
耳
に
す
る
と
、

う
な
、
面
映
ゆ
い

せ
ぬ
で
も
な
か
っ
た
。

Ｔ
建
設
は
、
こ

吉
沢
夫
人
は
、
な
ん
と
な
く
く
す
ぐ
ッ
た
い
よ

よ
う
な
つ
ま
り
、
ま
ん
ざ
ら
わ
る
い
気
持
ち
が

こ
数
年
の
建
謬
ブ
ー
ム
の
波
に
乗
っ
て
、
業
績

で
す
も
の
そ
れ
に
、
こ
と
し
ば
転
勤
で
ず
い
ぶ
ん
出
費
が
か
さ
ん

だ
し
、
あ
た
し
の
手
元
に
残
る
ぶ
ん
は
、
去
年
よ
り
少
い
わ
よ
」

「
そ
り
あ
、
仕
方
が
な
い
さ
。
そ
こ
を
、
な
ん
と
か
君
の
腕
で
う

ま
く
や
る
ん
だ
ね
」

「
う
ま
く
や
る
シ
た
っ
て
、
あ
た
し
、
手
品
師
じ
ゃ
な
い
わ
よ
◎

手
品
だ
っ
て
、
タ
ネ
が
な
く
ち
ゃ
、
で
き
シ
こ
な
い
で
し
よ
！
」

常
に
も
な
く
、
夫
人
は
、
ぷ
ん
ぷ
ん
と
両
の
頬
っ
ぺ
た
を
ふ
く

ら
ま
し
て
い
っ
た
。
む
ろ
ん
、
良
人
が
憎
く
か
つ
た
か
ら
で
は
な

い
。
く
だ
ら
な
い
中
元
の
贈
答
の
た
め
に
、
虎
の
子
の
ボ
ー
ナ
ス

の
幾
割
か
が
浪
費
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
い
ま
い
ま
し
く
て
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

去
年
ま
で
、
東
京
の
本
社
に
い
る
と
き
は
、
ま
だ
し
も
ま
し
で

あ
っ
た
。
係
長
で
、
下
僚
か
ら
の
付
け
と
ど
け
も
、
そ
れ
な
り
に

少
な
か
っ
た
し
、
上
役
へ
の
贈
答
も
、
本
社
だ
け
で
す
ま
す
こ
と

が
で
き
た
。

し
か
し
、
こ
と
し
は
、
そ
う
は
い
か
な
い
．
課
長
に
な
っ
て
部

下
も
ふ
え
た
し
、
そ
れ
に
、
上
役
も
、
神
戸
の
支
店
と
東
京
の
本

社
と
、
双
方
に
贈
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

夫
人
は
、
そ
っ
と
胸
算
用
し
て
ゑ
た
。
だ
い
た
い
、
部
下
か
ら

の
お
中
元
は
千
円
が
相
場
で
あ
る
。
夫
人
は
、
一
参
ん
な
に
倍
返
し

し
よ
う
と
、
以
前
か
ら
心
づ
も
り
し
て
い
た
。
か
り
に
も
、
良
人

の
吉
沢
が
ケ
チ
ン
坊
だ
な
ぞ
と
、
社
内
か
ら
後
ろ
指
を
さ
さ
れ
る

よ
う
な
真
似
は
、
金
輪
際
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
し
、
だ
い
い
ち
、

江
戸
シ
子
で
あ
る
彼
女
自
身
の
自
尊
心
が
許
さ
な
か
っ
た
。

だ
が
、
千
Ｈ
の
倍
返
し
だ
と
す
る
と
、
総
務
課
全
員
二
十
名
と

し
て
、
ざ
っ
と
四
万
円
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
上
役
の
ほ
う
は
、
良

人
の
直
系
だ
け
に
限
定
し
て
も
、
東
京
と
神
戸
と
で
、
ほ
ぼ
一
ダ

ー
ス
。
一
人
最
低
三
千
円
と
し
て
も
、
約
三
万
圧
、
六
千
円
。
合

算
す
る
と
、
七
万
五
、
六
千
円
に
も
な
っ
て
し
ま
う
。

「
あ
あ
！
七
万
行
千
円
。
こ
れ
だ
け
あ
れ
ば
、
あ
た
し
が
ほ
し
い

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
、
白
笠
台
の
オ
パ
ー
ル
の
指
輪
が
買
え
る

ん
だ
わ
ツ
ー
．
」
夫
人
の
唇
の
間
か
ら
、
ま
た
し
て
も
、
嘆
声
と
も

つ
か
ぬ
長
い
長
い
吐
息
が
も
れ
た
。

必
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司処

節

巴

そ
れ
と
い
う
の
も
、
す
べ
て
は
、
愛
す
る
良
人
の
た
め
で
あ
っ

た
。
良
人
の
出
世
の
た
め
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
ど

こ
の
会
社
も
、
こ
ん
な
莫
迦
気
た
中
元
の
贈
答
に
、
浮
身
を
や
つ

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

「
い
や
ね
－
」

ボ
ー
ナ
ス
の
出
た
翌
日
、
吉
沢
氏
は
、
朝
の
食
卓
に
つ
き
な
が

ら
、
夫
人
に
こ
う
語
っ
た
。

「
う
ち
の
社
長
は
ね
、
裸
一
貫
か
ら
、
一
代
で
築
き
あ
げ
た
立
志

伝
中
の
人
物
で
ね
、
そ
れ
だ
け
、
い
わ
ば
考
え
方
が
古
風
で
、
習

慣
や
仕
き
た
り
に
は
、
人
一
倍
う
る
さ
い
人
な
の
だ
。
だ
か
ら
、

中
元
の
贈
答
な
ぞ
も
、
ほ
か
の
会
社
よ
り
う
る
さ
い
か
も
し
れ
な

い
な
」

「
つ
ま
り
、
そ
ん
な
社
長
を
い
た
だ
い
て
い
る
社
員
た
ち
が
不
運

だ
シ
た
っ
て
い
う
わ
け
？
」

「
い
や
、
し
か
し
ね
、
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
、
ど
こ
の
会
社
だ

シ
て
、
大
な
り
小
な
り
、
や
っ
て
る
さ
。
だ
れ
も
が
虚
礼
だ
と
わ

か
っ
て
い
な
が
ら
、
卒
先
し
て
中
止
す
る
勇
気
が
な
い
ん
だ
。
自

分
一
人
や
め
て
、
上
役
か
ら
晩
ま
れ
た
ら
損
だ
か
ら
ね
。
ま
ァ
、

そ
の
辺
は
、
宮
仕
え
は
す
さ
ま
じ
き
も
の
な
り
さ
」

「
男
シ
て
、
案
外
、
だ
ら
し
が
な
い
も
の
ね
」

「
う
む
。
悲
し
い
け
ど
、
現
代
の
女
性
と
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
ほ
ど
強

く
は
な
い
な
。
し
か
し
ね
、
も
の
は
考
え
よ
う
だ
よ
。
い
く
ら
く

だ
ら
ん
中
元
の
贈
答
で
も
、
ど
う
せ
贈
ら
ね
ば
な
ら
ん
も
の
な
ら

く
だ
ら
ん
く
だ
ら
ん
と
愚
痴
を
こ
ぼ
す
よ
り
も
、
で
き
る
だ
け
真

心
と
愛
情
を
こ
め
て
贈
れ
ば
、
い
く
ら
か
で
も
気
持
ち
が
救
わ
れ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

吉
沢
氏
は
、
日
ご
ろ
の
氏
ら
し
く
も
な
く
、
わ
か
っ
た
よ
う
な

わ
か
ら
ぬ
よ
う
な
お
説
教
を
残
し
て
、
や
が
て
、
出
勤
し
て
い
っ

た
。夫

人
は
、
な
ん
と
な
く
キ
ツ
ネ
に
つ
ま
ま
れ
た
よ
う
な
思
い
で

朝
食
の
後
始
末
を
す
る
と
、
こ
と
し
四
つ
に
な
る
長
男
の
手
を
ひ

い
て
、
近
所
の
幼
稚
園
ま
で
お
く
り
と
ど
け
、
そ
の
ま
ま
、
熊
内

の
社
宅
か
ら
市
電
で
三
の
宮
に
で
か
け
、
開
店
し
た
ば
か
り
の
Ｍ

百
貨
店
を
の
ぞ
き
に
い
っ
た
。
中
元
の
贈
答
品
を
選
ぶ
下
準
備
の

た
め
だ
っ
た
。

百
貨
店
は
、
ち
ょ
う
ど
中
元
大
売
出
し
の
真
最
中
だ
っ
た
。
客

の
購
買
欲
を
そ
そ
る
よ
う
な
、
あ
ら
ゆ
る
中
元
用
の
商
品
が
積
承

あ
げ
ら
れ
た
各
階
の
売
場
を
、
夫
人
が
、
な
に
気
な
く
、
ベ
ビ
ー

コ
ー
ナ
ー
の
一
角
ま
で
き
た
と
き
だ
っ
た
。

夫
人
は
ふ
と
、
さ
っ
き
、
長
男
を
お
く
り
と
ど
け
て
き
た
、
幼

稚
園
の
若
い
保
母
さ
ん
の
顔
を
思
い
だ
し
て
い
た
。

「
そ
う
だ
わ
。
あ
の
先
生
に
も
お
贈
り
し
な
く
ち
ゃ
」

と
っ
さ
に
、
夫
人
が
そ
う
思
っ
た
の
は
、
ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー
の

一
隅
に
並
べ
ら
れ
た
、
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
の
耀
の
群
れ
を
見
出
し
た
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剰
那
だ
っ
た
。

あ
の
若
い
保
母
さ
ん
は
、
承
月
ほ
ど
ま
え
に
、
か
わ
い
い
女
の

赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
し
て
い
た
。
だ
が
、
夫
婦
共
稼
ぎ
で
、
そ
れ
に

保
母
さ
ん
は
お
乳
が
で
な
か
っ
た
の
で
、
旦
那
さ
ん
の
年
寄
っ
た

お
母
さ
ん
が
、
ミ
ル
ク
で
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
て
い
る
と
い
う
。

保
母
さ
ん
の
月
給
は
、
お
そ
ろ
し
く
や
す
か
っ
た
．
赤
ち
ゃ
ん

は
日
増
し
に
大
き
く
な
る
し
、
お
そ
ら
く
若
い
母
親
は
、
赤
ち
ゃ

ん
の
ミ
ル
ク
代
に
追
わ
れ
て
、
四
苦
八
苦
し
て
い
る
に
ち
が
い
な

い
。
そ
の
つ
ら
さ
は
、
夫
人
も
、
長
男
を
生
ん
だ
と
き
の
経
験
で

い
た
い
ほ
ど
よ
く
実
感
し
て
い
た
。

「
そ
う
だ
わ
。
あ
の
先
生
に
は
、
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
の
詰
合
せ
を
お

贈
り
し
よ
う
！
役
に
も
た
た
な
い
賛
沢
品
よ
り
、
赤
ち
ゃ
ん
に

必
要
な
実
用
品
の
ほ
う
が
、
ど
れ
だ
け
喜
ば
れ
る
か
知
れ
や
し
な

い
わ
。
そ
れ
に
、
い
く
ら
か
で
も
先
生
の
家
計
の
た
す
け
に
な
れ

ば
あ
た
し
だ
っ
て
贈
り
甲
斐
が
あ
る
と
い
う
も
の
だ
わ
」

そ
う
思
う
と
、
夫
人
の
足
は
も
う
つ
か
っ
か
と
女
店
員
の
い
る

売
場
の
ほ
う
へ
歩
承
よ
っ
て
い
た
。

「
ち
ょ
っ
と
。
あ
の
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
の
大
き
な
確
の
ほ
う
、
五
確

L,一別

し河井喜代子ろうけつ染展
く７月１５日～2 4 日・於ナシヨナルギヤラ
リー＞

しデユーク・エイセス・リサイタル
＜７月１６日・后６．３０～９時・入場料・Ａ５
００円～Ｃ３００円・神戸国際会館＞
しキヤノン・ボール六重奏団
く７月１８日・后６～９時・入場料．Ｓユ８０
０円～Ｅ４００円・神戸新聞会館主催＞
し新美術家協会画家展
く７月2 0 日～2 8 日・於市立美術館月曜日休
館＞

し泰山木の木の下で／劇団民芸．／作小山
紡士・演出／宇野重吉・出演／南風洋子・垂
水' 悟郎・北林谷栄・信欣三
く７月2 0 ～2 2 日・２０．２２日・后６．１５～８．
４５分．２１日・后ユ．３０～４時・労音主催・入
会金ｌＯＯ円・臨時会費３００円・神戸国際
会館＞：

傍須磨水族館ステレオコンサート・クラツ
シツク・ミュージック・解説北村睦雄く７月
2 1 日＞ポピュラー・ミユジツク・解説／末広
光男く８月４日＞５．３０～８時・於水族館ホ
ーノレ

レ東京芸大吹奏楽団演奏会指揮／山本正人
く７月2 4 ～2 5 日・后６．３０～８．３０分．入会
金１００円・会費３４０円・労音主催・神戸
国際会館＞

陸恭々しき娼婦／テアトロパン公演・出演
／五宮芳子他
＜７月3 1 日・一般１５０円・学生・団体・’
２０円・后７時・於神戸新聞会館ＫＣＣホー
ル＞

神戸の催物ごあんない

ほ
ど
贈
り
も
の
に
包
ん
で
く
だ
さ
ら
な
い
。
い
い
え
。
配
達
に
し

な
い
で
」

夫
人
は
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
持
っ
て
、
保
母
さ
ん
の
留
守
宅
に

と
ど
け
に
い
こ
う
と
思
い
た
っ
た
。

「
あ
の
う
。
重
う
ご
ざ
い
ま
す
わ
よ
」

「
い
い
の
よ
」

夫
人
は
、
は
り
き
っ
て
そ
う
女
店
員
に
こ
た
え
な
が
ら
、
良
人

が
け
さ
言
い
残
し
て
い
っ
た
「
真
心
と
愛
情
」
と
い
う
言
葉
を
思

い
だ
し
て
い
た
。

あ
の
と
き
は
、
な
ん
だ
か
キ
ツ
ネ
に
つ
ま
ま
れ
た
よ
う
な
思
い

で
、
良
人
の
言
葉
を
聞
い
て
い
た
。
だ
が
、
い
ま
は
じ
め
て
、
そ

の
言
葉
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
が
、
身
に
し
ぶ
て
わ
か
る
よ
う
に
思

え
た
。
そ
し
て
、
七
一
力
何
千
円
も
の
中
元
の
出
費
を
し
い
ら
れ
な

が
ら
も
、
そ
こ
に
、
な
に
か
一
す
じ
の
救
い
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
も
思
え
た
．
ず
っ
し
り
と
重
い
ミ
ル
ク
の
確
を
か
か

え
て
、
Ｍ
百
貨
店
を
で
て
い
く
夫
人
の
面
に
は
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に

晴
れ
晴
れ
と
し
て
微
笑
が
浮
び
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

（
こ
の
項
終
り
）
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』鐸霊亀

１－m

神
戸
国
際
会
館
の
南
側
、
三
倉
第
一

ビ
ル
の
１
階
の
グ
リ
ル
〃
ル
ビ
ア
ン
〃

ビ
ジ
ネ
ス
街
だ
け
に
こ
こ
の
ラ
ン
チ
・

タ
イ
ム
は
ラ
ッ
シ
ュ
気
味
で
す
。

こ
こ
で
人
気
の
あ
る
の
は
サ
ー
ビ
ス

ラ
ン
チ
、
１
５
０
円
は
小
判
皿
に
２
品

（
魚
と
肉
）
サ
ラ
ダ
、
ラ
イ
ス
付
。
魚

は
主
に
サ
ワ
ラ
、
ヒ
ラ
メ
、
サ
ー
モ
ン

等
が
使
わ
れ
、
日
に
よ
り
ピ
ヵ
タ
や
フ

ラ
イ
に
料
理
さ
れ
ま
す
。

オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ラ
ン
チ
、
２
５
０

円
は
シ
ル
バ
ー
皿
に
ラ
イ
ス
、
カ
ツ
レ

ツ
、
卵
と
じ
、
ス
ラ
イ
ス
し
た
玉
葱
の

順
で
盛
ら
れ
ル
ビ
ア
ン
で
名
付
け
た
洋

食
風
の
カ
ツ
井
で
な
か
な
か
美
味
し
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
こ
の
サ
ー
ビ
ス

料
理
と
し
て
、
ビ
ー
フ
ヵ
ッ
、
ス
ー
プ

（
ポ
ー
タ
ジ
ュ
か
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
）

ラ
イ
ス
（
パ
ン
）
付
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ

ン
チ
、
２
０
０
円
も
好
評
で
す
。
ル
ピ

ア
ン
は
洋
食
な
ら
何
で
も
Ｏ
Ｋ
の
洋
食

専
門
の
神
戸
ら
し
い
雰
囲
気
の
あ
る
お

店
で
す
。

元
町
３
丁
目
、
舶
来
喫
煙
具
の
店
、

マ
ル
エ
ス
の
奥
、
カ
レ
ー
専
門
の
店
〃

エ
ス
ク
ワ
イ
ヤ
″
ア
メ
リ
カ
ン
風
の
カ

レ
ー
の
お
い
し
い
店
。
ビ
ー
フ
カ
レ
ー

チ
キ
ン
カ
レ
ー
、
ポ
ー
ク
カ
レ
ー
の
三

種
類
は
Ｌ
５
０
円
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
上
に

カ
レ
ー
と
い
っ
た
盛
付
も
め
づ
ら
し
い

タ
マ
ゴ
カ
レ
ー
、
１
５
０
円
ス
ペ
シ

ャ
ル
カ
レ
ー
、
１
０
０
円
、
と
種
類
も

多
く
カ
レ
ー
フ
プ
ン
に
は
嬉
し
い
店
で

す
池
本
将
（
会
社
員
）

ラ
ン
チ

タ
イ
ム

神
戸
百
店
会
事
務
局

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
８
丁
目
９
ノ
ー

神
戸
国
際
会
館
１
階
月
刊
神
戸
っ
子

神
戸
百
店
会
係

月
刊
「
神
戸
っ
子
」
羽
号

発
行
／
昭
和
調
年
７
月
、
日

編
集
・
発
行
人
／
小
泉
康
夫

発
行
所
・
月
刊
「
神
戸
っ
子
」
編
集
室

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
８
丁
目
９
ノ
ー

国
際
会
館
１
階
Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑳
７
０
３
７

定
価
Ⅶ
円

ｙ

毒￥認鎧さげ 獄F歯祷畔翰耳亭歪

ｖ
ユ
ー
ハ
イ
ム
創
立
印
年
を
迎
え

記
念
事
業
と
し
て
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
社
史

編
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昔

の
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
歴
史
、
資
料
を
お
持

ち
の
方
、
御
存
知
の
方
に
協
力
を
求
め

て
い
ま
す
。
御
連
絡
は
神
戸
⑮
９
５
６

４
へ
。

▼
寿
本
舗
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
Ｌ
Ｏ

Ｏ
門
お
買
上
ご
と
に
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
。

ラ
ジ
オ
が
１
０
０
台
当
る
抽
選
券
を
進

呈
他
に
残
念
賞
と
し
て
ボ
ー
ル
ペ
ン
、

１
０
０
０
名
様
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

期
間
は
９
月
犯
日
迄
、
抽
選
日
は
、
月

娼
日
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

▼
末
積
製
額
ギ
ャ
ラ
リ
ー
７
月
聡

日
１
羽
日
迄
、
有
名
洋
画
家
作
品
展
。

７
月
型
１
泊
日
迄
、
押
絵
福
一
房
会
の
作

品
が
そ
れ
ぞ
れ
展
示
さ
れ
ま
す
。

▼
セ
リ
ザ
ワ
創
業
釦
周
年
記
念
祝

賀
会
が
開
か
れ
る
。
大
丸
前
、
セ
ン
タ

ー
街
に
紳
士
婦
人
の
服
飾
専
門
店
を
も

ち
神
戸
っ
子
に
馴
染
の
深
い
〃
セ
リ
ザ

ワ
″
が
、
創
業
印
周
年
を
迎
え
ま
し
た

セ
リ
ザ
ワ
で
は
、
６
月
ロ
日
、
役
員

社
員
こ
ぞ
っ
て
、
取
引
関
係
者
な
ど
を

招
き
、
祝
典
を
日
興
証
券
５
階
ホ
ー
ル

で
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
パ
ウ
リ
ス
タ
で
開

き
、
セ
リ
ザ
ワ
の
盛
業
と
発
展
を
祝
福

し
ま
し
た
．
こ
の
記
念
事
業
と
し
て
セ

リ
ザ
ワ
で
は
「
金
一
封
と
衣
料
品
、
百

点
」
を
毎
日
新
聞
厚
生
事
業
団
に
寄
贈

ま
た
、
当
日
出
席
者
の
善
意
を
と
、
出

席
者
一
同
か
ら
善
意
銀
行
に
、
３
工
、

６
８
０
円
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

神
戸
百
店
会

だ
よ
り

編
集

後
記

蝿､t,鰹

6８
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●
今
月
号
は
、
甘
辛
特
集
と
い
う
こ

と
で
、
全
号
、
甘
辛
で
い
っ
ぱ
い
と
い

う
の
を
や
ろ
う
と
目
録
ん
た
も
の
の
、

編
集
を
す
す
辻
て
行
く
う
ち
に
、
い
さ

さ
か
辛
党
色
か
濃
厚
に
な
り
、
一
同
大

い
に
反
省
し
て
い
ま
す
。
〃
酒
仙
″
と

い
は
れ
る
に
は
、
酒
品
第
一
也
と
い
は

れ
神
戸
っ
子
も
品
位
を
上
げ
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
か
…
…

胃
若
い
女
性
層
に
一
番
人
気
が
あ
る

の
が
、
福
富
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
院
長
の

季
節
の
モ
ー
ド
と
矢
野
氏
の
く
ら
し
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
．
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ン
は

真
っ
先
に
こ
の
ペ
ー
ジ
を
開
く
の
だ
そ

う
で
す
。

▼
週
刊
読
売
の
６
月
胆
日
号
に
プ
レ

イ
・
タ
ウ
ン
Ｎ
０
．
１
神
戸
と
紹
介
さ

れ
神
戸
っ
子
の
百
店
会
地
図
が
引
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
と
に
角
、
神
戸
は
バ

カ
ン
ス
頂
０
．
１
、
海
に
山
に
、
夏
は

絶
対
神
戸
で
す
よ
、
ま
た
、
神
戸
は
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
タ
ウ
ン
と
し
て
も
Ｎ

０
．
１
、
と
に
か
く
垢
抜
け
の
し
た
、

ふ
な
と
神
戸
は
、
世
界
の
神
戸
な
ん
で

す
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
お
越
し
下
さ
い
。

（
小
泉
）
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